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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

〇 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、マイクロ流路と単一細胞操作・解析デバイス（EMA: Electroactive Microwell Array）を

組み合わせ、多数細胞を含む検体から単一細胞ごとの遺伝子発現を並列高速解析する集積型 picoCAGE
システムを開発し、医療応用への道筋をつけることを目的としている。 

 ハードウェア及び picoCAGE プロトコルなどの要素技術開発に進展が認められるものの、研究計画

全体は当初計画から有意な遅れがある。今後はこれらの要素技術を統合して目標とする規模でのシス

テム実装を行い、当初計画した臨床検体を用いた実験及びデータ解析を着実に推し進め、医療応用への

見通しをつけるよう一層の努力を期待する。 


